
様式第38号（別表第１関係）

景観形成基準適合チェックシート
１）　地域区分（共通事項）

	景観計画に基づく

地域区分
	□ 商業・幹線沿道地域
□ 海岸周辺地域　　

	
	□ 暮らし場地域



２）　景観形成配慮事項（共通事項）

	区分
	配慮事項の内容
	配慮事項の確認

	良好な

眺望に

対する

配慮
	海、斜面緑地等への眺望を阻害しない配置・規模とすること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	周辺の街並みとの調和に配慮し、突出しない規模とすること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	周辺への見通しを過度に遮蔽しないこと。
	□配慮事項を確認しました。

	良好な

景観資源

に対する

配慮
	行為地周辺における自然環境や歴史･文化的資源の存在を把握し、その保全や修景への活用を意識すること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	特徴的な水循環が本市の良好な景観を支えていることを意識し、それらに寄与する重要な樹林地の保全や緑化など、地下水の水量・水質にできる限り影響を与えないようにすること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	斜面緑地等の自然環境に近接して行為を行う場合は、緑のまとまりや連続性、地域の植生に影響を与えないようにすること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	大山湿地に近接して行為を行う場合は、色彩･緑化･照明等に配慮し、田園景観や耕作環境･生態系に影響を与えないようにすること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	歴史･文化的資源に近接して行為を行う場合は、色彩･規模･形態意匠等に配慮し、歴史･文化的な雰囲気を阻害しないようにすること。
	□配慮事項を確認しました。

	周辺景観

との調和

に対する

配慮
	周辺景観との調和や連続性に配慮した色彩・配置・形態意匠等とすること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	大規模な建築物は、壁面に変化を持たせたり、緑化を積極的に行うなどして、周辺に与える圧迫感を軽減すること。
	□配慮事項を確認しました。

	
	赤瓦･琉球石灰岩･花ブロック等の地域性を表す素材や、木材･石材等の自然素材の活用に努めること。
	□配慮事項を確認しました。


備考　１.　「景観形成配慮事項」は、行為をしようとする際に配慮していただくものです。 

２.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

３.　行為の種類に応じて、別紙１から別紙６を添付してください。

（第１面）

３）　別紙１　景観形成基準（建築物の建築等）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	配置

・

規模
	道路、河川、海岸等の公共空間に圧迫感を与えないよう、公共空間側の敷地境界線からできる限り後退すること。
	□有

□無
	□公共空間側の敷地境界線から後退して建築

・
	□適合

□不適合

	
	景観計画に位置づけた主要な視点場からの眺望を著しく遮らない配置・規模とすること。
	□有

□無
	□眺望を遮らないよう配置

・
	□適合

□不適合

	形態

意匠
	壁面や屋上等に、地域性にそぐわない華美で奇抜な装飾を行わないこと。
	□有

□無
	□華美な装飾物の設置なし

・
	□適合

□不適合

	色彩
	外壁の大部分を占める色彩（ベースカラー）は、マンセル表色系による明度8以上・彩度2以下とすること。
	□有

□無
	□ベースカラーの色彩基準に適合

・


	□適合

□不適合

	
	デザインのアクセントとして、外壁にベースカラーの範囲外の色彩を用いる場合は、以下の基準を満たすこと。
地域区分

使用できる面積

使用できる場所

商業･幹線沿道地域

外壁各面の10%以下

遠方からの眺望に影響の少ない下層部（おおむね高さ10m以下）

海岸周辺地域

外壁各面の10%以下

暮らし場地域

外壁各面の５%以下

	□有

□無
	□アクセントカラーの使用可能面積の基準に適合

□アクセントカラーを下層部（おおむね高さ10m以下）で使用

・
	□適合

□不適合


（第２面）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	緑化
	以下の基準により緑化を行うこと。
地域区分

緑化面積

樹木本数

商業･幹線沿道地域

敷地面積の５%以上

緑化面積20㎡あたり、中高木となる樹木を１本以上

海岸周辺地域

敷地面積の15%以上

暮らし場地域

敷地面積の10%以上
延べ面積1,500㎡超の宿泊施設および商業施設

上記に５％を上乗せ


	□有

□無
	□規定の緑化面積を確保

□規定の樹木本数を確保

・
	□適合

□不適合

	
	緑化にあたっては、地域の植生と調和した種類や、道路等の公共空間から見える場所を選定すること。
	□有

□無
	□地域の植生と調和した種類を使用

□公共空間から見える場所を緑化

・


	□適合

□不適合

	
	敷地内に、良好な動植物の生息環境や生育が良好な樹木がある場合は、できる限り保存すること。
	□有

□無
	□動植物の生息環境や樹木を保存

・
	□適合

□不適合

	
	壁面や屋上等で緑化を行う場合は、道路等の公共空間から見えるように工夫すること。
	□有

□無
	□公共空間から見えるよう壁面・屋上を緑化

・
	□適合

□不適合

	そ

の

他
	屋上等に設置する建築設備は、位置を工夫するなど、道路等の公共空間から目立たないようにすること。
	□有

□無
	□建築設備を公共空間から目立たない場所に設置

□建築設備を遮蔽

・


	□適合

□不適合

	
	垣、柵等に過剰な装飾をしないこと。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	夜間の屋外照明は、過度な光の散乱や過剰な演出を避けること。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	その他、特に留意した点
	－
	・
	－


備考　１.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

２.　「具体的に配慮した点」欄は、該当する「□」に✓印を付すとともに、「・」の後に、特に配

慮した点を具体的に記入してください。

３.　※印の欄は、記入しないで下さい。

（第１面）

４）　別紙２　景観形成基準（工作物の建設等）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	配置

・

規模
	道路、河川、海岸等の公共空間に圧迫感を与えないよう、公共空間側の敷地境界線からできる限り後退すること。
	□有

□無
	□公共空間側の敷地境界線から後退して建築

・
	□適合

□不適合

	
	景観計画に位置づけた主要な視点場からの眺望を著しく遮らない配置・規模とすること。
	□有

□無
	□眺望を遮らないよう配置

・
	□適合

□不適合

	形態

意匠
	壁面や屋上等に、地域性にそぐわない華美で奇抜な装飾を行わないこと。
	□有

□無
	□華美な装飾物の設置なし

・
	□適合

□不適合

	色彩
	外壁の大部分を占める色彩（ベースカラー）は、マンセル表色系による明度8以上・彩度2以下とすること。
	□有

□無
	□ベースカラーの色彩基準に適合

・
	□適合

□不適合

	
	デザインのアクセントとして、外壁にベースカラーの範囲外の色彩を用いる場合は、以下の基準を満たすこと。
地域区分

使用できる面積

使用できる場所

商業･幹線沿道地域

外壁各面の10%以下

遠方からの眺望に影響の少ない下層部（おおむね高さ10m以下）

海岸周辺地域

外壁各面の10%以下

暮らし場地域

外壁各面の５%以下

	□有

□無
	□アクセントカラーの使用可能面積の基準に適合

□アクセントカラーを下層部（おおむね高さ10m以下）で使用

・
	□適合

□不適合


（第２面）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	緑化
	以下の基準により緑化を行うこと。
地域区分

緑化面積

樹木本数

商業･幹線沿道地域

敷地面積の５%以上

緑化面積20㎡あたり、中高木となる樹木を1本以上

海岸周辺地域

敷地面積の15%以上

暮らし場地域

敷地面積の10%以上
延べ面積1,500㎡超の宿泊施設および商業施設

上記に５％を上乗せ


	□有

□無
	□規定の緑化面積を確保

□規定の樹木本数を確保

・
	□適合

□不適合

	
	緑化にあたっては、地域の植生と調和した種類や、道路等の公共空間から見える場所を選定すること。
	□有

□無
	□地域の植生と調和した種類を使用

□公共空間から見える場所を緑化

・


	□適合

□不適合

	
	敷地内に、良好な動植物の生息環境や生育が良好な樹木がある場合は、できる限り保存すること。
	□有

□無
	□動植物の生息環境や樹木を保存

・
	□適合

□不適合

	
	壁面や屋上等で緑化を行う場合は、道路等の公共空間から見えるように工夫すること。
	□有

□無
	□公共空間から見えるよう壁面・屋上を緑化

・
	□適合

□不適合

	そ

の

他
	屋上等に設置する建築設備は、位置を工夫するなど、道路等の公共空間から目立たないようにすること。
	□有

□無
	□建築設備を公共空間から目立たない場所に設置

□建築設備を遮蔽

・


	□適合

□不適合

	
	垣、柵等に過剰な装飾をしないこと。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	夜間の屋外照明は、過度な光の散乱や過剰な演出を避けること。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	その他、特に留意した点
	－
	・
	－


備考　１.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

２.　「具体的に配慮した点」欄は、該当する「□」に✓印を付すとともに、「・」の後に、特に配

慮した点を具体的に記入してください。

３.　※印の欄は、記入しないで下さい。

５）　別紙３　景観形成基準（開発行為）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	方法
	切土・盛土による地形の改変は、必要最小限とすること。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	長大な法面・擁壁が発生する場合は、緑化や自然素材の活用等により修景すること。
	□有

□無
	□法面や擁壁を修景

・
	□適合

□不適合

	緑化
	以下の基準により緑化を行うこと。
地域区分

緑化面積

樹木本数

商業･幹線沿道地域

敷地面積の５%以上

緑化面積20㎡あたり、中高木となる樹木を1本以上

海岸周辺地域

敷地面積の15%以上

暮らし場地域

敷地面積の10%以上

	□有

□無
	□規定の緑化面積を確保

□規定の樹木本数を確保

・
	□適合

□不適合

	
	緑化にあたっては、地域の植生と調和した種類や、道路等の公共空間から見える場所を選定すること。
	□有

□無
	□地域の植生と調和した種類を使用

□公共空間から見える場所を緑化

・


	□適合

□不適合

	
	敷地内に、良好な動植物の生息環境や生育が良好な樹木がある場合は、できる限り保存すること。
	□有

□無
	□動植物の生息環境や樹木を保存

・
	□適合

□不適合

	その他特に留意した点
	－
	・
	－


備考　１.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

２.「具体的に配慮した点」欄は、該当する「□」に✓印を付すとともに、「・」の後に、特に

配慮した点を具体的に記入してください。

３.　※印の欄は、記入しないで下さい。

６）　別紙４　景観形成基準（土地の形質の変更）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	方法
	切土・盛土による地形の改変は必要最小限とすること。、
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	長大な法面・擁壁が発生する場合は、緑化や自然素材の活用等により修景すること。
	□有

□無
	□法面や擁壁を修景

・
	□適合

□不適合

	緑化
	以下の基準により緑化を行うこと。
地域区分

緑化面積

樹木本数

商業･幹線沿道地域

敷地面積の５%以上

緑化面積20㎡あたり、中高木となる樹木を1本以上

海岸周辺地域

敷地面積の15%以上

暮らし場地域

敷地面積の10%以上

	□有

□無
	□規定の緑化面積を確保

□規定の樹木本数を確保

・
	□適合

□不適合

	
	緑化にあたっては、地域の植生と調和した種類や、道路等の公共空間から見える場所を選定すること。
	□有

□無
	□地域の植生と調和した種類を使用

□公共空間から見える場所を緑化

・


	□適合

□不適合

	
	敷地内に、良好な動植物の生息環境や生育が良好な樹木がある場合は、できる限り保存すること。
	□有

□無
	□動植物の生息環境や樹木を保存

・
	□適合

□不適合

	その他特に留意した点
	－
	・
	－


備考　１.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

２.　「具体的に配慮した点」欄は、該当する「□」に✓印を付すとともに、「・」の後に、特に配

慮した点を具体的に記入してください。

３.　※印の欄は、記入しないで下さい。

７）　別紙５　景観形成基準（木竹の伐採）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	方法
	伐採は、必要最小限とすること。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	伐採の位置を工夫し、道路等の公共空間から目立たないようにすること。
	□有

□無
	□公共空間から目立たない位置を設定

・
	□適合

□不適合

	
	伐採後は、植林等の代替措置を講じ、緑の回復に努めること。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	その他特に留意した点
	－
	・
	－


備考　１.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

２.「具体的に配慮した点」欄は、該当する「□」に✓印を付すとともに、「・」の後に、特に配慮

した点を具体的に記入してください。

３.　※印の欄は、記入しないで下さい。

８）　別紙６　景観形成基準（屋外における物件の堆積）

	区分
	基準の内容
	基準適用

の必要性
	具体的に配慮した点
	※基準への適合性

	方法
	堆積等の面積は必要最小限とし、高さはできる限り低くするとともに、整然とした堆積とすること。
	□有

□無
	・
	□適合

□不適合

	
	堆積の位置を工夫し、生垣により遮蔽するなど、道路等の公共空間から目立たないようにすること。
	□有

□無
	□公共空間から目立たないように物件を堆積

・
	□適合

□不適合

	その他特に留意した点
	－
	・
	－


備考　１.　該当する項目の「□」内に✓印を付してください。

２.　「具体的に配慮した点」欄は、該当する「□」に✓印を付すとともに、「・」の後に、特に配

慮した点を具体的に記入してください。

３.　※印の欄は、記入しないで下さい。


